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研究成果の概要（和文）：東日本大震災被災地の調査および中・高・保育園で実践的研究を行った。災害サイクル図を
析出し、災害を予報，復旧復興も含めて全体系として把握することが，減災・災害弱者を生まない・災害に強い地域作
りでも肝要であることを示した。また、学校が組織的避難に加え、地域の復興を意識した教育活動により、子ども達に
復興の担い手としての意識を高めていることをフォーラムで明らかにした。防災教育とは「被災地から学ぶ」ことが示
された。

研究成果の概要（英文）：Survays were carried our at the tsunami-affected areas and practical inquires at s
chools and a pre-school were conducted constantly during the three years. As a result, a disaster cycle mo
del was extracted, which regards a disaster as a whole system from prediction, impact and restoration. The
 forum held in 2013 showed that schools not only play an important role during evacuation but they can enh
ance students' awareness and motivation as individuals who bear responsibility for contributing to the rec
overy of their hometown. The forum has proven that education for mitigating the impact of disasters means 
"to learn from the efforts made in disaster-affected areas."     
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 手県三陸沿岸は極めて深刻な津波被害を
受けてきた地域である。その復興の中で地域
住民と行政は優れた津波防災を作ってきて
いた。しかし、地域の高齢化が進み、津波防
災を学校教育においても実施することが必
要となっているとの認識のもと、本研究を計
画したところ、採択直前に東日本大震災が発
生した。被災地において救命・復旧・復興が
同時進行する中での研究は、迅速かつ実証的
な必要がある。本研究が災害研究として新た
な理論的枠組みを提示するとともに、被災地
に対して実証的な示唆を提供することが極
めて重要となった。 
２．研究の目的 
 災害を脅威⇒衝撃⇒復旧・復興までを一体
として捉え、それぞれのステージごとにコミ
ュニティの内発的力と外部からの支援・情報
という座標軸を設定してその構造を捉える
という視座（山崎、1996）を、津波災害へ適
用し、津波災害の構造を把握する。津波体験
に基づく防災・減災に向けた学校教育活動・
コミュニティの内発力の発揮・蓄積に着目し、
津波災害文化の形成と伝播を明らかにする
ことを目指す。また、被災地の学校で実践的
教育活動を平行して実施し、高等教育機関に
おける津波防災教育（復興教育）の開発を行
う。 
 
３．研究の方法 
 三陸沿岸被災地を対象とした民族誌的調
査、文献調査、マスコミ情報・公的情報の活
用、学校及び地域との協働活動の実施により、
次の点を分析・把握する。(1)被害実態の量的
調査⇒vulnerability の把握、岩手県沿岸部小
中学校での犠牲者データから学校における
津波防災教育の有効性・学校立地の課題検討。
(2)避難状況調査⇒救命の鍵の分析。(3)災害文
化の調査：生き方としての「命てんでんこ」
の実践の聴き取り、紙芝居・石碑の建立・校
歌、偏見（「津波太郎」「津波残り」等の差別
用語）の調査。(4)復旧・復興の調査・活動: 
被災学校を対象として、津波防災教育・復興
教育の実際の調査及び実験授業の提案を行
う。 
４．研究成果 

東日本大震災の被害実態の把握から、社会

の脆弱な部分がより大きな被害を受け、災害

には階層性がある（石井、1960）という災害

と vulnerability の関係が見出された。三陸

沿岸の漁業・福島の原子力発電所が甚大な被

害を受け、また、高齢者の犠牲者が多かった

（グラフ 1）。日本が抱える課題である第一次

産業の衰退と食料問題・エネルギー問題・高

齢化社会の問題が顕在化したと言える。これ

によって、災害を地域の脆弱性＝課題を映し

出すものとして捉える研究の妥当性とその

必要性が確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフ１．東日本大震災の５歳年齢別死者

数（山崎憲治，2012） 
 
佐藤武夫は災害論（1964）において、災

害が素因・必須要因・拡大要因の構造を持
つことを指摘し，天災という災害観は未曾
有の自然営力に原因を帰し責任回避を許す，
と警告を発している。自然現象が災害に転
じる上では必須要因がある。さらに被害を
拡大する要因も社会経済的に創られていく。
衝撃の発生を社会経済的要因に関わって論
じる視座を，明確に持つことが必要である。 
災害をトータルに捉える災害サイクル図

（図１）を析出し、岩手大学第 6 回・第 7
回地域防災フォーラムで発表した。このサ
イクル図は、東日本大震災の被害状況、救
援・復旧・復興についての調査内容、水害
研究をもとに、三陸沿岸やスリランカの災
害史の比較検討を行い、災害をトータルに
捉える構造として示した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．災害をトータルにとらえる（山崎

憲治，2013） 
 
警報・予報期にも地域の課題が見られる。
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予報が地域住民に徹底されず，希望的な判
断を生んだり，避難を遅らせてしまうこと
は，地域の災害に対する弱点である。復興
期の課題として，多くの公共事業が展開し
ても地域の内発力と結びつかなければ，中
央の大型ゼネコンの富の蓄積につながるば
かりで，富と労働力の地域外への流出とな
り、地域が消滅する恐れが生まれている。 
 被災地である宮古市田老の被害状況及び
復興過程を調査し、この地区にある唯一の中
学校を実践的調査の対象として、大学との合
同授業を行いかつその教育活動を継続的に
観察した。地域の復興へ寄与することを学校
の使命として新たな教育活動が構想されて
いた。このような地域に対する貢献・責任が
中学生に意識され、過去の津波災害時の様々
な復興に向けての工夫や課題が掘り起こさ
れた。特に、「父祖の偉業や我継がん」とい
う校歌３番は、今の中学生に復興の担い手に
なろうという意識・方向性を与えており、災
害文化の継承の姿が明確に見えられた。また、
新たに取り組まれた表現活動の一つに、津波
体験作文集がある。全校生徒が津波体験を書
き、風化の防止を使命としている。瓦礫処理
場の見学、町づくり案検討、昭和大津波から
の復興に寄与した村長の物語の演劇化など、
震災後多くの地域の復興に直結した教育活
動が行われている。このような活動は、被災
した生徒・被災していない生徒の区別なく、
学校全体で取り組まれている。復興の過程で
さらに社会的弱者が復興から落ちこぼれ格
差が拡大する恐れが感じられる中で、学校は 
災害にある階層性を平準化するベクトルを
持つということが分かった。 
岩手県沿岸部の小中学校は、2011 年 3 月

11 日午後 2 時 46 分、大地震の後組織的な避
難を行い、学校管理下の犠牲をゼロとした。
グラフ１が 10 歳～14 歳の年齢層が最も犠牲
が少ないことを示しているが、これは学校の
組織的避難行動による実現されたものであ
る。このことから、学校が地域の防災の核と
なることが示されている。加えて、発災後、
復興に向けた地域を創る核となり、新たな災
害文化が醸成されつつあることも分かった。 
本研究では、甚大な被害を受けた田老地区

を主たる研究地とし、田老第一中学校の他に
高校と保育園でも英語と社会の教育活動を
実施した。地域を知ること、地域と関わるこ
とが地域への誇りを回復させる、学びを深め
ていくことが分かった。 
 このような教育活動を、大学の共通教育・
専門教育・大学院教育のレベルで、被災地と
連携した教育活動として実施し、その有効性
を確認した。 
 災害サイクルの各ステージで、防災につな
がる対策が必要であり、その内容は、地域の
生業・被害の歴史等との関連からその地に
生きていく知恵・技術として具体性をもっ
て示され、これが災害文化を形成していく
ものとなる。 

本研究では、特に地域の教育と自然観に注目

し、研究成果を、岩手大学地域防災フォーラ

ムで発表した。第 6 回フォーラムでは、「未

来を築け 被災地に学ぶ、被災地の子ども達

とともに～災害文化の醸成・継承・伝播」と

題して、被災地田老の子ども達に焦点を当て、

学校の教育活動である中学校３年生の語り

部活動、紙芝居による田畑ヨシさんの活動を

実際に内陸部で行った。被災地の生の声を聞

き、その後パネルデイスカッション「復興の

鍵は子ども達にある」を実施した。復興の過

程で，災害文化が掘り起こされ，よりよい地

域づくりに向かおうとする逞しさがあった。

まさに「未来を築く」姿であり，被災地に学

ぶフォーラムとなった。 

 第 7回フォーラムは「自然と共生する人間

～多様な自然観と災害文化」というタイトル

で企画・コーディネートした。NPO 法人立ち

上がるぞ！田老の理事長、気仙沼唐桑の牡蠣

養殖漁師、神社立地と災害の関係を調査する

連携研究者から報告が行われた。その内容の

自然観に焦点を当てれば、命を守る風景とし

ての防潮堤，その破壊された風景をジオパー

クにという構想，地盤が沈下した自然をあり

のままに受け入れる自然観，漁民の見立てと

しての神社立地など，防災に関わる多様な自

然観が示された。さらに、沖縄・奄美に残る

海との神聖な関わり合いの伝統についての

堀信行氏（奈良大学教授、文化庁文化審議会

専門委員）の講演では，その地に生きる知

恵・技術としての多様な自然観を貫くもの，

生命の源としての自然観が示された。 

 岩手県教育委員会は復興教育に取り組ん

でおり、その中の一つの柱である「そなえる」

の副教材作成委託が岩手大学にあった。研究

代表者はその作成 WG のメンバーとなり、本

研究の成果を活用した。被災地を中心とした

学校の優れた教育活動を、防災の観点で解

説・編集したものである。復興の過程にある

岩手県の学校にとり実践的に役立つことを

願っている。 
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